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はじめに 
当会は「こどもたちが保育園で楽しい毎日を過ごせるよう、保護者としてできる

だけのことをしよう」を基本に、仕事と子育ての合間を縫って活動している保護者

による非営利の団体です。区立・私立の 25 認可園の父母の会とグループ会員が加盟

しています。 

区内各地域でブロック会を年間 24 回開催し、保護者間の情報交換と交流の機会を

設けるほか、世田谷区保育課との懇談会や新入園の方の不安解消のためのフォーラ

ム（保育課後援）を開催するなどの活動を行っています。これらの活動状況は、当

会ホームページでお知らせするとともに、年に１回、認可保育園と保育室の全保護

者に向けた「世田谷保育親の会便り」を発行し、園経由でお届けしています。 

 

保育園の保護者同士の交流は、子育ての不安感や孤立感を減らす上で大事なこと

です。同時に、保育園と保護者がともによりよい保育を進めていくためにも重要な

ことの１つと考えます。 

しかしながら、最近、働く環境が厳しくなったり、地域の人同士のつながりが尐

なくなったり、価値観が多様になったりしてきて、保護者の交流の要としての役割

を担う各園の父母会の活動が進めにくくなっているという話が聞かれます。さらに、

世田谷区内では待機児対策のために新設園が増え、嬉しい反面、設置時には父母会

がないため、全体として父母会のない保育園の割合が増えてきています。 

こうした状況は、今の世田谷区内の保育の質の高さにも影響を与えるのではない

かと心配されます。 

一方、平成 21 年４月から新しい保育所保育指針が適用され、これまで「子ども支

援」に含まれていた「保護者支援」がより明確になりました。保育所保育指針解説

書（厚生労働省、平成 20 年４月）には、「保護者同士の関係性を高めることが、保

護者の子育てや子どもの成長を支える大きな力になることを念頭に置いて働きかけ

ることが大切」と記されています。 

 

本調査は、これらの背景を踏まえ、世田谷区内の認可保育園における父母会（園

ごとの保護者の組織）の設置と活動の状況、園による保護者支援の現状と今後の意

向、園が父母会に期待していることなどを把握するために実施しました。 

 

この調査により、各園の父母会の活動の工夫や、運営上の悩みが見えてきました。

また、各園が保護者との信頼関係を築きつつ、保護者支援のあり方を模索し、工夫

されていることもわかりました。 

本調査結果が、「子どもをまん中」に、保育園と保護者・父母の会とが一層良好

な関係を築いていくうえでの参考となれば幸いです。 

 

末筆となりましたが、ご多忙のなか調査にご協力いただきました父母会役員の皆

様、保育園の職員の皆様、世田谷区保育課の担当者様に深く御礼申し上げます。 

当会の活動に反映させ、より存在意義のある団体として活動していきたいと思い

ます。 

 

世田谷保育親の会 スタッフ一同 
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第１章 調査の概要 
１ 調査の目的 

世田谷区内の認可保育園における父母会（園ごとの保護者の組織）の設置状況と園による

保護者支援の現状、園が父母会に期待していること等を把握することを目的にしています。 

 

２ 調査の対象と回収率 
世田谷区内の全認可保育園とその父母会を対象に調査をしました。 

●世田谷区内の全認可保育園   

配布 90 園、 回収 49 園、 回収率 54.4％  

   配布および回収の内訳 

 配布数 回収数 回収率 

区立園 49 32 65.3% 

私立園 41 10 24.4% 

不明 － 7 - 

計 90 49 54.4% 

●世田谷区内の全認可保育園の父母会   

回収 30 団体（区立 24 園、私立６園、母数は不明） 

※世田谷区内の父母会の数は、保育園および父母会への調査結果より、尐なくとも 37団体あ

ることがわかりました。 

 

３ 調査の実施時期および実施主体 
実施時期 平成 22 年６月～７月 

実施主体 世田谷保育親の会 

 

４ 調査の方法 
●配布方法 

区立認可保育園：世田谷区保育課を通じた配布 

私立認可保育園：郵送による配布 

父母会：上記方法により配布した園を通じて代表者（会長等）に配布 

   ●回収方法 

区私立認可保育園：郵送による回収（インターネット上での回答も受け付けたが、利用なし）  

父母会：郵送による回収またはインターネット上での回答 

 

５ 留意点 
 調査結果の割合（％）表示はおおまかな傾向を把握するために示したものです。 

 自由回答欄については、実際には工夫や実施をしているものの、気づかなかったり、

当たり前として記載されなかった例も尐なくないと思われます。 

 団体が特定されないよう、名称は「父母会」または「父母の会」と表記しています。 

 本調査結果を転載される場合は、活用状況把握のため、当会までお知らせください。 

連絡先メールアドレス post@setagayahoiku.net 世田谷保育親の会 事務局 

mailto:post@setagayahoiku.net
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第２章 調査結果の概要 
 

１ 父母会アンケート結果 
 

１ 役員の人数と決定方法   

 役員の人数は最尐 4 人、最大 39 人、平均 12.1 人であった。 

 役員決定方法は、保護者会前後の時間を利用して話し合い決定が８割と多く、次いでくじ引きが３

割となっている。話し合いで決まらなかった場合にはくじ引きとしている様子がうかがえる。立候

補者を募る際にメールを活用している会もみられた。 

 役職決定方法は立候補が過半数で多い。また、クラスごとに役職が決まっている会も約半数と多い。

工夫として、会長が翌年の相談役となるよう年長クラスは除外している会が 3 割あった。負担が偏

らないよう会長職は置かないという園もみられた。 

 

２ 活動内容・会費・悩み 

 活動内容で多いのは行事、子どもへのお祝い品がいずれも９割と多く、次いで保護者の交流の機会

づくりの７割であった。保育に関する学習機会づくりはごく一部（１園）にとどまる。 

 会費は子ども対象が７割、世帯対象が３割であった。これらの平均は 2,280 円となった。割引・免

除の工夫としては 2 人目以降を 25～75％引きしたり、途中入退園のほか特別な理由がある場合の

免除をしている会がみられた。 

 活動する上での悩みは、特になしが４割と多いものの、イベントに関する負担・参加者確保、役員

のチームワーク、園とのコミュニケーションや協力関係等をあげる団体もみられた。また、父母会

を設置して間もなく、任意入会としている園では、入会者を増やすことについての悩みが書かれて

いた。 

 

３ 園による保護者支援について  

（１） 日々のコミュニケーション 

 工夫されている点として、連絡ノートの内容、送迎時の対話、掲示物の内容、行事報告、お便りの

内容等が多く挙げられた。写真の掲載や行事当日の報告など、タイムリーにわかりやすく子どもの

様子が伝えられている。一人ひとりの成長を記録するポートフォリオ、自由参加のサロン、お迎え

時のお茶の時間設置などもみられた。 

 今後の希望では、連絡ノートへのフィードバック、早番・延長番の先生の伝言引き継ぎ、先生のお

名前一覧の掲示等があげられた。 

 

（２） 保護者が参加する行事  

 工夫されている点として、行事の観やすさの工夫（進級お祝い会での発表クラス入れ替えに合わせ

た「優先席方式」など）、運動会での親子競技が多く、そのほか、親の保育体験（園外含む）、親子

遠足、夏祭りや懇談会の土曜開催、夏祭りへの保護者の参加、保護者会でのビデオ上映、保護者参

加での工夫（のぞき穴、変装等）が挙げられた。誕生会や調理活動への参加もみられた。 

 今後の希望では、親子遠足、保護者参加型行事（夏祭り、調理、講演会、バザー等）の充実、保育

参観の全クラスでの実施・内容の充実、夏祭りへの参加等が挙げられた。 
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（３） 保護者の自主的活動の支援  

 工夫されている点として、父母会のお手紙配布、行事の場所の提供、保護者の交流、相談にのって

くれる、父母会行事への先生の参加、保護者の打ち合わせの場の提供、保護者会後に父母会の時間

提供等が挙げられた。また、保護者アンケート結果をもとにした園の運営改善の話し合いの場がつ

くられている園もみられた。 

 今後の希望では、保護者同士の交流・話し合いの場や機会をつくる支援、父母会行事への先生の参

加、行事での園庭・ホールの利用、分園・他園との交流等が挙げられた。 

 

（４） 相談・助言  

 工夫されている点として、気軽に相談できる雰囲気・体制が４割と多くあげられ、そのほか、いつ

でも対応、園への手紙を入れるポストの設置などが挙げられた。 

 今後の希望では、送迎時に気軽に相談したい、園全体で見守り支援する思いが欲しいなどがあった。 

 

４ 世田谷親の会の周知度・要望  

 世田谷保育親の会に加盟が４割、名前のみ、あるいは活動内容も含めて知っていたが４割、今回の

調査ではじめて知ったが２割であった。 

 要望は、活動の重要性や心強さ・感謝を記した会が３割と多く、次いで活動内容を知りたいが１割

で多かった。そのほか、園と保護者の協力関係の重要性に気づいた、活動について相談したいなど

の記載があった。 

 

 

２ 保育園アンケート結果 
  

１ 父母会の有無について  

 49 園中 34園（７割）に父母会があり、１園が設置準備中であった。 

 

２ 園による保護者支援について  

（１） 日々のコミュニケーション  

 工夫している点として、掲示物の内容（写真、即日掲載等）、連絡ノートの内容、園便り・クラス

便りの内容(写真等）、送迎時等の会話が多く挙げられた。また、成長の記録やポートフォリオの

作成、お迎え時にお茶を飲むサロン、子育てサロン、ホームページ開設なども挙げられ、保護者の

回答とほぼ重なる。 

 今後の意向として、成長の記録・ポートフォリオの作成、交流や親睦のホットサロン開催、保護者

との会話を増やす、誕生会への保護者参加、父母会との行事の協賛などが挙げられた。 

 

（２） 保護者が参加する行事  

 工夫している点として、保育参観・参加、個人面談の柔軟な日程設定が５割と多く、そのほか、年

間行事予定のお知らせ、保護者の参加促進（内容充実、園便り）、０・１歳は早期に保育参観で不

安減などが挙げられた。 

 今後の意向として、保育参観から参加への移行、講演会・講習会の開催、親子クッキング、気軽な

コミュニケーションのとれる場などが挙げられた。 

 父母会のない園で、クラスの代表を２名ずつ決め、親睦会やクラスのまとめ役としてお願いしてい

るという例もあった。 
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（３） 保護者の自主的活動の支援  

 工夫している点として、役員会・総会等の場所の提供が２割で多く、そのほか、父母会の運営に関

する相談対応、父母会のお手紙配布、自主的活動（イベント等）の支援等が挙げられた。父母会用

掲示板の設置や園と父母会の会合の開催もみられた。 

 今後の意向として、父母会との連携・協力、父母会との共催のイベント・講演会開催、役員会の場

所の提供、父母会用掲示板の活用、父母会への全員加入支援、父母会発足支援等が挙げられた。「子

育てを共にという姿勢をもっていきたい」「子どもを中心に考え、いくらでも応援出来ることはし

ていく」などの記載もみられた。 

 

（４） 相談・助言  

 工夫している点として、悩みや問題に気づいたら即時対応が２割で多く、そのほか、必要に応じて

随時面談・相談、声かけ・コミュニケーション、担任だけでなく園長・主任も相談・面談、父母会

運営への助言（負担減等）手紙ボックス・意見箱設置、個人情報管理の徹底等が挙げられた。ご意

見ボックスの名称を利用しやすいよう手紙ボックスにしたという記載もみられた。 

 今後の意向として、声かけ・コミュニケーションの充実、保護者同士の相談・助言の促進、育児相

談・個人面談等の充実が挙げられた。サロンの開催、相談スペースの確保という記載もみられた。 

 

３ 父母会への期待について（現状との比較）  

 保育園からの期待では、保護者の交流の機会が７割で最も多く、保護者間のコミュニケーションを

増やす場になってほしいという想いがうかがえる。次いで保育園の運営への意見提示の約４割とな

っている。これに対し、現状もほぼ同じ割合となっている。 

 行事開催やお祝い品については９割と多くの父母会で実施されているが、保育園の期待としてはそ

れほど大きくなかった。特にお祝い品を期待する園は１園にとどまり、その差が顕著である。保護

者の学習の機会についても期待では４番目に多いが、実施では１父母会にとどまっている。 

 

４ 父母会設置への支援について  

 父母会のない 11 園のうち、支援したい（している）が４園、どちらかといえば支援したい（して

いる）が２園、どちらともいえないが７園であった。どちらかといえば支援しようとは思わない、

支援をしようとは思わないはいずれも０園であった。 

 

５ 世田谷保育親の会の周知度  

 名前もだいたいの活動内容も知っていたが５割、名前は聞いたことがあったが３割、今回の調査で

はじめて知ったが１割弱であった。 

 

６ 世田谷保育親の会への要望  

 ３園より以下の記入をいただいた。 

・ 父母会のない保育園に啓発活動をして欲しい。親の会の便りは、分かりやすく、読みやすいで

す。 

・ より良い保育をめざし、共に子どもの成長を喜び合える関係でいたいです。 

・ 親の会便り No３を拝見。保育園増園にむけての取り組みを知り保護者の底力を知った。保育園

増設について意識を向け保育課と協力したり、施設の見学についてしっかり受け止めることを

行いたいと思います。 
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第３章 父母会アンケート調査結果 
 

※母数はいずれも 30 団体 

１ 役員の人数と決定方法 
 

問１ 貴会の役員の人数を教えてください。 

 

役員人数
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平均 12.1 人 
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問２ 役員はどのようにして決めていますか。（○はいくつでも） 

                           

役員決定方法
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「その他」の主な内容 

 メールで立候補者を募る。 

 

問３ 役員の役職はどのようにして決めていますか。（○はいくつでも） 

役職決定方法
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「その他」の主な内容 

 立候補、話し合いとしている 

 会長、副会長は、上から 2番目のクラスの保護者にお願いしている。 

 年長クラスが総務を担当する事が多い。 

 負担が特定の人に行かないように、会長職を置いていません。先生方とはそれぞれの職が必要

に応じて連絡を取り合っています。 

 会長等の役職を作ってしまうと、なり手がいないので、会計以外は、”事務局”として全員同

じにしています。 
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２ 活動内容・会費・悩み 
 

問４ 貴会が行っている活動について、あてはまるものを選んでください。（○はいくつ

でも） 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他」の主な内容 

 運動会のパトロールなど、必要に応じて人員提供。 

 地域で園生活（近くの小学校も合わせ）に問題が生じる場合、話し合いや対策に参加する。 

 先生の退職時に品物等を贈る。 

 乳幼児応急手当講習会、シーツリサイクルなど。 

活動内容
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問５ 会費（１年間）、対象（世帯または子ども）、第２子以降の割引の工夫、特別な事

情の際の免除制度などもあれば、ご記入お願いします。 

 

１）年会費 

世帯対象と子ども対象の年会費の平均は 2,280 円（下図）、子ども対象の年会費の

みの平均は 2,338 円であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）対象   

会費の対象
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３）割引・免除等の工夫 

主なものを抜粋 

 兄弟の２人目以降は１名につき 25％引き(2,000 円⇒1,500 円) 

 同 50％引き（3,000 円⇒1,500 円、2,000 円⇒1,000 円など） 

 同 2/3 引き（3,000 円⇒1,000 円） 

 兄弟の２人目は 75％引き（4800 円⇒1200 円）、３人目以降は無料 

 兄弟の３人目以降は無料 

 途中入園・退園の場合、非加入月分の会費を免除 

 同 4ヶ月×3期とし、非加盟期分の会費を免除 

 特別な理由がある場合、会費免除 

 

問６ 活動するうえでの悩みや知りたいことがあれば、自由に記入してください。 

 

 自由回答を分類して集計 

 

 

 

主なものを抜粋 

 役員や行事への参加率をどう上げていくかが、常に課題。 

 立候補制といえども「今までにやってない人」という形で結果的には皆で分担する形になって

いるので、積極的な方とそうでない方の温度差があります。 

 役員の意欲によって年度ごとに活動のレベル、内容が維持できない。 

 役員が忙しいので、なかなかイベントの企画が困難。かといって役員数を増やすとまとまらな

い気がする。 

N=30 
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 年長が役員を行っているため、入学前の忙しい時期に送る会などのイベント立案/調整・実施

が重なる。できれば、役員を年中に変更したいと考えている。 

 各園で父母会主催の観劇などの際どこに依頼しているのか等の情報交換がしたいです。クラス

の親睦会や謝恩会などの行事についても詳しく情報交換ができればと思います。 

 父母会主催のお祭りは伝統である一方、委員や父母の負担が重いという声もあります。子ども

のために苦労を惜しみたくない父母もおり、丁度よい所を探すのに苦労しています。 

 活動する上で個人情報を保護者からいただかなくてはスムーズに連絡等ができないが、考え方

もいろいろなので一元的には難しい（子どもの写真や文集に関しても）。 

 保護者会主催の行事(演劇、演奏会、交通安全指導など)について、具体的に(内容・金額)情報

がほしい。 

 保育園に対しての要望（園生活の写真販売、シーツリサイクルの場所借り、消耗品の寄付等）

があるが、同意いただけない。 

 園との話し合いがもっと必要と感じている。 

 父母会に対する理解が、保護者によってかなり異なります。（拒否や抗議など）園の理解も今

ひとつに感じます。新しい試みを実施することが困難です。 

 父母会への入会は任意で、決して強制ではない。会費もいただくことから入会に迷っている方

への説明が難しい。 
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３ 園による保護者支援について   
 

問７ 保育所保育指針では、「子どもの保育と密接に関連した保護者支援」が示されてい

ますが、これについて、貴園の先生方が工夫しているとお感じの点や、今後実施を希望す

ることがあれば、自由にご記入ください。 

 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

（１）日々のコミュニケーション 
（連絡ノート、送迎時の対話、園内の掲示など） 

①工夫している点 

 

 

 保護者からの相談や質問は日頃、ノートで随時回答をいただいている。また、毎月のお便りや

保護者会時に、プリントで生活の様子に加え、育児のアドバイスなどもいただいている。 

 季節ごとのイベントの際、写真つきのプリント（白黒ですが）を配布して頂いています（カラ

ープリントで園内掲示もあり）。楽しそうな様子やイベントの詳細がわかりありがたく思って

います。ノートや日々の対話からも、子どものことをよく見てくださっていると感じておりま

す。園内の飾りつけ等も季節ごとにかわり、とても温かな雰囲気です。  

 連絡ノートをよく書いてくださいます。送りの時、担任とよく会話できます。お迎え時の他の

先生の情報の引きつぎもよくできています。 

 ノートにはマイナスなことは書かれません。いいことだけを書いてもらっています。ノートの

ほか「今日はこんなことがあった」などと口頭で教えてくれます。 

 職員室はいつでも入っていけるよう常に扉が空いています。保護者は気軽に入っていけるのが

うれしいです。 

 実際に先生方と話せる機会は尐ないが、園からの配布物（園だより、クラスだより、健康・食

育に関してなど）が充実しているのでコミュニケーション不足を補っていると思う。 

 園内行事(農作物の収穫、運動教室など)実施後、翌日には新聞(A1 写真入り)の掲示をして子供

の様子を伝えている。 

N=30 
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 保護者に対しアンケートを実施（園に対する要望・苦情等）し、保護者会で結果報告と回答が

ある〔口頭説明）。保護者の声をいつでも受け止めるという姿勢をとってくれる。 

 保育参観、個人面談は各クラス年に 1度実施されるが、希望者は常時対応してもらえる。 

 昨年は一人ひとりにポートフォリオを作成してくださった。 

 各クラス前に、ホワイトボードを設置し、都度お知らせ案内、持ち物案内を記載。 

 保護者会では、子ども達の様子をパソコン（画像）で説明する。 

 自由参加のサロン（育児などについて自由におしゃべりする会）が土曜に開かれている。 

 １～２か月に１回「ゆうやけタイム」といって、お迎えの時間に１０〜１５分ほどお茶とおや

つ（保育園の手作り）で父母と先生が交流する機会を設けて頂いています。他のクラスの先生

や調理さんとも話す機会ができます。 

 

②今後実施を希望すること 

 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

 
 

 連絡ノートが唯一のコミュニケーションツールになることもしばしば(お互い忙しいため）。

ノートに相談したときは、そのままにせず、何かでフィードバックがいただきたい。 

 朝早く、延長番の園児にも、担任の先生から伝言をいただき、その日の様子を簡単に教えてい

ただきたい。 

 家庭的な園であり、いい意味でも悪い意味でも、送迎確認が甘いように思えます。先生に直接

チェックしてもらうなどしたほうがよいかもしれません。 

 園全体の常勤・非常勤職員の顔と名前、担当クラスなどが一目でわかるような一覧掲示を。 

 行事や持ち物など、次の日のものを、玄関の所に大きく貼り出し（表示）を。 

N=30 
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（２）保護者が参加する行事 
保護者懇談会、個人面談、家庭訪問、保育参観、保育参加（体験）、その他の特別な

活動や行事（親子遠足、運動会など）など 

 

①工夫している点 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

 
 

 

 

 

 保育参観では、保護者が子供たちの日常の姿が見られるよう、のぞき穴や、保護者が保育士に

変装するなど工夫をしている。 

 保護者会にて、写真やビデオで日常の様子を紹介。 

 保育参観、個人面談は各クラス年に 1度実施されるが、希望者は常時対応してもらえる（ただ

し事前相談が必要） 

 運動会や夏祭りでは、親子が触れ合えるプログラムがある。親子競技は一緒に参加できるので

楽しめる。 

 運動会や夏まつり等を土曜日に実施（保護者の多数の仕事の都合により）。 

 懇談会は、午前に０、１、２歳児、その終了後に３、４、５歳児と時間をずらし、土曜日１日

に集中的に行いますので、ほとんど全員参加ですばらしい。 

 園外での親の保育体験を実施しています。 

 花火を上げてくださる。 

 写真をとって販売して下さる（尐々高いですが・・）。 

 進級お祝い会について、昨年度は会場が狭いことから、発表クラスの父兄が入れ替わって見る

「優先席方式」を取り入れた。 

 食育の一環で、子供達と一緒に調理する行事があり、これからも続けて欲しいです。 

 進級お祝い会では、保護者が子ども達を見やすいようにと、ホールの設置（セッティング）を

工夫されている。 

 去年から、誕生会のとき誕生月の子の親も参加出来るようになった。 

N=30 
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 プラネタリウム等の見学や体験ができてよい。 

 親の負担が尐なくなるよう先生方が配慮してくださっています。 

 他の園に比べ、親子イベントが尐ない。年２回(運動会、就学お祝い会）のみ保育園行事参加

です。「もっとあっていいのでは？」との意見も多く聞かれている現状です。 

 

②今後実施を希望すること 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

保護者が参加する行事への希望
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 園が狭いため難しいのかと思いますが、保育参観があったらいいなと思います。 

 運動会といえばお弁当！！スタート時間を尐し遅めにして、家族でお弁当タイムがあったらも

っと親子共々楽しめるような気が致します。 

 保育参観で、リズム体操などテーマを設けて実施されるクラスと、ただ園庭で遊んでいる様子

を 3時間眺めているようなクラスとがあり、後者は不評なので改めてほしい。 

 園長の方針で、保護者の交わり方（保護参観や行事での）に温度差が出てしまう点（でも、今

の園長は良い方向です）。 

 今後は親子遠足のような、先生と保護者と子供が一緒に過ごせるような企画があったらうれし

いです。 

 保護者会や面談など会社に支障ない時間帯にしてもらえるとありがたい。 

 年中クラスについては、今年度は保育参観の予定無しとのことだったが、各学年毎年実施して

もらいたい。 

 食育の一環で、子供達と一緒に調理する行事があり、これからも続けて欲しい。 

 夏祭りの参加を希望する声が昨年度ありました。" 

 運動会は当園で行っているため大勢の保護者が参加すると狭く、他の広い場所を借りられると

よい。 

 クラスによるかもしれませんが、上のクラスになると保育参観がなく、また夏祭りなど子ども

のみで、親参加の行事がやや尐ないと感じます。親同士のコミュニケーションを図る為にも、

もう尐し親が参加出来る行事があれば良いと考えます。 

 家庭訪問は今はやっていないですが、余力があればゆっくり先生と話せるので嬉しいです。が、

先生方の負担を考えると難しいですね、 
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 普段の送迎時やノートでコミュニケーションとろうと思えば取れるので、保護者向けに特別に

時間をとるよりは、子どもと向き合う時間に余裕のある方が有難いです。 

 保護者参加型の行事（バザー、講演会など）の実施。 

 運動会などで参加者のセキュリティチェックがないので、今後の検討事項としてもらいたいで

す。 

 個人情報の関係からか、写真の販売がほとんどなくなってしまい、さみしい。 

 

（３）保護者の自主的活動の支援 
（保護者会／父母会、その他の保護者の自主的活動の支援） 

 

①工夫している点 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 
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 お互い連絡をとりあって助け合っていきましょう、というスタンスでいて下さり、相談しやす

い雰囲気を作ってくれているので助かる。 

 父母の会作成広報物の配布（園児の連絡帳にはさんでいただく）。 

 父母会関係者間の手紙のやりとりのフォロー（基本は保護者が直接手渡しだが、登園・お迎え

等の時間が合わないときは先生が相手に渡してくれる）。 

 懇談会後に 10-30 分程度、父母の会用に時間をいただいている。 

 行事のポスター掲示。 

 保護者会での打ち合わせ場所の提供。 

 総会時に園のホールや机・椅子を使わさせていただき、ありがたい。 

 父母会等のため土曜日にクラスを１つ提供してくれる。 

 保育園屋外に父母会専用の小さな物置がある（文具等の過去資料の保管に使う）。" 

 総会に園長が出席してくださる。 

 卒園式にプロカメラマンを入れさせてもらえる。 

 父母会のイベント時に保育園は場所を提供してくれ、歓迎してくれる。 

 園長先生にいつも相談にのっていただき、周辺小学校や児童館とのパイプ役にもなっていただ

き助かっております。 

N=30 



１７ 

 

 保護者主催のイベント(園内で実施）では、先生方の要望も取り入れた内容にしている。実施

にあたっての準備などに協力いただいている。 

 父母の会で年一回作成している文集へ寄稿をいただいている。 

 父母の会では、保護者にアンケートをとり、園との懇談会で園の運営改善に向けた話合いの場

を設けている。また、父母の会でできる支援内容を検討するため、父母の会に対するアンケー

トを実施している。 

 

②今後実施を希望すること 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

 

 

 

 一人目の保護者は友達が必要と考えているが、なかなか働いていると時間帯で話す機会が持て

ず。悩みや同調等話すことで育児の不安やいきづまりを感じないよう機会づくりを。 

 クラス委員の選出や日々の役員同士のコミュニケーションをとるタイミングに気をつかう。保

護者会でいただく１０分間では、議題を話し合うなどはできず、なかなかきびしい。 

 保護者同士の意見交換の場が尐ないので増やしてゆきたい。 

 先生方にも、父母会行事に参加してほしい。今年春、初めて２名の先生に参加いただいた。 

 父母会の行事に園庭またはホールを使用させてほしい。 

 卒園アルバム作りのために、園内行事の写真の提供をしてほしい。 

 園長によって、過度に意識し、対立関係になってしまう。 

 年間予算策定のため、できれば園児の兄弟関係、世帯数を明示してほしい。 

 懇談会に限らず、可能な限り日頃から園とのコミュニケーションを取れる環境づくりに努めた

い。 

 分園や近隣他園との交流・情報交換の支援。 

N=30 
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（４）相談・助言 
(子育てや園での生活について) 

 

①工夫している点 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 
 

 「いつでも相談していいですよ」と言ってくれており、親として安心できる。 

 園長先生が常に相談窓口となり、どんな時でも話を聞いてもらえるという雰囲気。 

 許す限り、時間を作って、声かけ、相談に乗る姿が見られる。 

 いつでも子育て等の相談に応じていただける。 

 先生に相談すればすぐに対応してもらえ助かっている。 

 転任や園長やナースの先生などが、気づいた点があればマメに声をかけてくれる。各児童の状

況の情報共有がなされていると感じられる。 

 ノートや日々のやりとりにも細かく対応していただけている。 

 個人面談や連絡帳を通じて、園での生活の報告や長所・短所を教えていただける。 

 年 2回の保護者会時、一人ずつ発言できる機会がある。 

 保護者会時に園からの話だけでなく、保護者間の話し合いの時間を作ってくれる。 

 ポストの設置（それぞれ父母会と園にて）。 

 保護者会時に先生よりテーマを投げかけ（全員にすることにより共感を持たせる、）その話し

合いや各家庭の工夫やアイデアを発表している。 

 保護者会で父母同士のディスカッション時間を長めにとり、情報交換を行います。必要に応じ、

プロである保育士からのアドバイスも受けられます。今年は縦割りでの保護者会も実施し、他

年齢クラスの父母からの情報も受けられるようになりました。 

 現時点では工夫できているとは思えません。 

 

 

N=30 
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②今後実施を希望すること 

 図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

相談・助言への希望
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 送迎時に先生と会話できる場面が尐なく、忙しそうで話しかけられない。連絡帳では伝えきれ

ないが、面談するほどのことでもない場合、なかなか伝えられない。 

 特定の保育士は、助言が「意見」と捉えられており、評判が悪い。コミュニケーション力をつ

けることで十分改善できる。 

 クラスごとに担任が目標設定するだけでなく、園全体で子どもたちを見守り、支える”思い”

のようなものがほしいです。 

 特にありません。大変満足しています。 

 

N=30 
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４ 世田谷保育親の会の周知度・要望 
 

 

問８ 世田谷保育親の会について、あてはまるものに○をつけてください。（１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 当会へのご意見、ご要望、その他なんでもお気づきの点がありましたらご記入くだ

さい。 

 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋

世田谷保育親の会への意見・要望等
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 「こどもたちが保育施設で楽しい毎日を過ごせるよう、保護者としてできるだけのことをしよ

う」に同感です。会で作成した「保育園への感謝状」も先生方のモチベーションが上がると思

われ、有意義なことと思います。 

 自分が会長の立場になり、このような会があることを非常に心強く感じました。 

 ブロック会では他園の様子等聞けて勉強になっております。とても良い会だと思います。 

 尐子化なのに景気の悪化で年々待機児童が増えるにもかかわらず行政や国の対応に非常に不

安を感じます。先般の総会で親の会の重要性を再認識させて頂きました。次の世代にいい形で

引き継げたらいいと思っております。 

 いつもご苦労様です。先日の総会後の講演も大変勉強になりました。 

 活動内容を今回初めて知りました。今回のように配布物（世田谷保育親の会便り）を定期的に

配っていただけると活動を知ることも出来ると思います。 

 私たちの保育園の父母会はまだまだ若い会なので、他の会の活動内容をお聞きしたいと思いま

した。 

 ＨＰを拝見して、新しい発見がたくさんあり、今まで諦めていた点についても見直してみよう

と思いました。 

 今までは、園長先生に「不可」と言われるとすぐに諦めていました。今後はご相談させていた

だけますか。 

 日々お忙しくされていらっしゃると思いますが、質問等の問合せにすぐに回答をいただけるの

で、とても助かります。親の会便りはよい情報があり勉強になります。 

 わからないこと、困ったこと、ご相談させていただきたく、今後もよろしくお願いします。 

 園長先生へのアンケート、本アンケート結果を HP等で公表いただきたいです。（無記名で結

構です） 

 全保護者が、確実に世田谷保育親の会の存在を意識できるような（目に見える）活動内容を望

みます。年度初めに、会の意義、活動を知る機会があるといいと思います。 

 ホームページを初めて拝見しました。今後は保育園に預けている親、これから預けたい親の情

報交換が活発にできるようなコンテンツが欲しいです。 

 世田谷の待機児童の問題を尐しでも解消できる活動をしてほしいと思います。 

 今回あらためて保育園というところは親だけで育てているのではない！！と気づきました。先

生方、そして親の会様、父母会と色々なご協力のもと成り立ち、子ども達がより良い園生活を

送らせていただいている事に 感謝いたします。 

 ８年間通い続け、今年はじめて父母会役員に参加させていただき、正直「なんでもっと前にや

らなかったのだろう、楽しすぎる！！」 来年３月親子共々卒園予定ですので、残された数ヶ

月、会長として母として皆の笑顔を作りたいと思っております。 

 父母の会の運営や園との関わりの中で、悩んだり不安に思う時の窓口としてご相談出来る場が

あることの心強さを感じます。会長職という大役で不安も多く、私個人としては、仕事を持ち

ながら役員が無理なく活動出来る方向で、なおかつ会員に開けた会であることを目指したい。

ところが現状は日頃の活動に追われ、なかなか実践出来ないところが悩みです。 

 アンケート、本当にお疲れさまです。世田谷区の保育園と、保育園に通う子どもたち、その保

護者が毎日安心して過ごせるよう 祈っています。微力ながらお手伝いできるように頑張りた

いと思います。 

 父母の意見だけでなく、保育に対する園のメッセージや話し合いの場がもっと作れたらと思っ

ています。私たちの園では、それが不足している感じがしました。 
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有り

69.4%

無し

28.6%

設置準備中

2.0%

父母の会の有無（N=４９）

第４章 保育園アンケート調査結果 
 

 

１ 父母会の有無について 
 

問１ 貴園に父母の会（保護者の組織）はありますか。（○は１つ） 
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２ 園による保護者支援について 
 

問２ 保育所保育指針では、「子どもの保育と密接に関連した保護者支援」が示されてい

ますが、これについて工夫されている点や、今後実施したいとお考えのことがあれば、自

由にご記入ください。 

 

以下、表は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

（１）日々のコミュニケーション 
（連絡ノート、送迎時の対話、園内の掲示など） 

 

①工夫している点 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

 

 

 連絡ノートは必ず書いている。 

 ０〜５歳児クラスまで個人の連絡ノートがあり、日常のやり取りの方法になっているが、心配

事、質問ごとで直接話した方がよいことを見極め、なるべく時間をおかずに話すよう努力して

いる。 

 連絡ノートや送迎時の対話に加え、時間をしっかりとれるよう４月から５月にかけて個人面談、

１，２歳児は５月末から６月にかけ保育参観などをいれコミュニケーションが図れるようにし

ている。 

 乳児クラスは、保護者が安心して帰れるように担任が必ず残りその日の様子を伝える。 

 送迎の時は、一声掛けるようにし、同じ保護者とばかり長話にならないようにも気をつけてい

ます。 

 朝、夕の送迎時園はほぼ毎日テラスや園庭にでて直接保護者と話す機会を持つようにしている。

毎日の表情をみていると変化に直ぐ気づくことができ細かいことでも口頭で聞くことができ

る。 

 お迎えの時に必要な事柄の伝達に力を入れ、担当以外でも詳しく話せるようにしている。 

 保護者の都合の良い時(休みの日、早く迎えにこられる時、土曜日など）にいつでも面談しま

すと伝えている。 

N=49 
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 お子さんの活動がわかるように週、月のねらいを掲示、年間の指導計画をプリントにて配布。 

 アンケートを年 2回実施し、園だよりに回答をのせている。 

 日々の保育のなかで子ども達の様子を寄り具体的にお知らせするため写真掲載の壁新聞やク

ラスだよりをその日のうちに発行している 

 クラス便りをそれぞれのクラスで月１回以上出している。 

 クラスだよりを「紙上カフェ」形式にしてコミュニケーションを図っている。 

 月１回クラスだより、学期に１回午後保育の組だよりを配布し様子を知らせている。 

 園内の掲示は全体掲示、クラス前掲示の他に父母会用の掲示板を設置している。 

 個人情報保護について保護者の同意を得て園内の掲示など写真を使用しわかりやすく伝えら

れる工夫をしている。 

 園だよりに保護者の意見、感想などを掲載。 

 成長の記録を作成し、こどもの成長を保護者と園とで確認、共有。 

 月 1回お迎え時保護者が職員や親同士でゆっくり話せるサロンを設定。 

 月に１回お迎えの方がちょっと一息できるコーナーを設けています 

 「ほっとルーム」（子育てサロン）にて写真の掲示をしながら保育士が解説する。 

 夕焼けタイム（お迎え時子供に向かう前に 15分位保育士職員と交流する）の実施。 

 園のホームページを開設。 

 

②今後実施したいこと 

 

 図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 
 

 

 

「その他」の内容：外部との関わりのお知らせ、制作物の展示を通じた保育理解の促進、

毎月の行事等への保護者参加、父母会のイベントへの支援、相談室の活用、懇談会

の実施、父母と一緒に考える、負担に配慮。保護者参加促進、試食会、講習会、ホ

ームページ充実 

 

N=49 
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 今年度、子ども一人一人の育ちを年間を通して写真と文章で確認し、共有し合うポートフォリ

オを作成する。 

 土曜日のシーツ交換の時間などを利用しコミュニケーションをとっていきたい（子育てや遊び、

ものづくりをしながら）。 

 年 4回保護者同士の交流、親睦会や「ホットサロン」を夕方に開催。外部との関わりをお知ら

せしていきたい。 

 サロンを開催し、保護者の方が気軽に子育てのことが話し合える場を設けていく(年に４～５

回）。 

 ブレイクタイム(自由参加の懇談）の開催。 

 相談室を活用し、子育て相談等、気軽に話の出来る場を作っていきたい。 

 送迎の際のコミュニケーションで気軽に話ができる関係をつくっていく。 

 保育の製作物の展示を通して保育の理解をしてもらう。 

 毎月の行事（誕生会等）に保護者に参加してもらう。 

 昨年は父母会と協賛で「箸つくり」を行ったが、何か楽しいイベントがあれば協力して企画し

ていきたい。 

 保育側からの一方的なものでなく一緒に考えていきたい。 

 子育てをしながら働く人同士、コミュニケーションを取ったり助け合うことは何よりの力にな

ると感じるが、尐数ではあるものの、その事をとても負担に感じる方もいらっしゃることも配

慮しなければならないと感じる。 

 写真を取り込んだクラス便りの発行を増やしていく。（取り組んでいないクラスもあるので） 

 栄養士・調理師が参加しての試食会。お子さんの発達に合わせた栄養や調理法、食事法をアド

バイスする。保育園の給食の様子などは写真にとり各クラスの保護者の了承をいただいたうえ

でクラスに貼り出すことを考えている。 

 連絡ノートなど必要以上に時間をかけて書いてしまい、保育準備で遅くなり、翌日まで疲れが

取れないというジレンマにおちいっていることがある。是非改善したい。 

 ホームページを保護者のみアクセス出来るようにして、写真なども受けられるようにしたい

（保護者の同意が必要）。 
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（２）保護者が参加する行事 
（保護者懇談会、個人面談、家庭訪問、保育参観、保育参加（体験）、その他の特別

な活動や行事（親子遠足、運動会など）など） 

 

①工夫している点 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「その他の内容」：保育参観年３回・保護者参加型、夏祭り、畑の収穫引率、親子行事、

誕生会、縁日、親子遠足、調理、お泊り会等 

 

 個人面談は、必要に合わせ、決められた時期以外でも随時おこなっている。年度初めに年間行

事予定表を配布したり、園だよりにも２カ月分の予定を載せ、園行事への理解を深めたり、保

護者が参加しやすいようにしている。 

 運動会は、土曜日にしている。 

 保護者会では、なるべく多くのお母さんの声を聞き、保育の改善に努めている。 

 懇談会は夕方の開催にし、より多くの人が参加できるようにしている。 

 個々の子供の様子をみて面談などの早めの対応。 

 他園に兄弟がいるときは重ならないようにしています。  

 行事やクラス活動で準備必要なものは必ず一ヶ月前に知らせている。 

 保護者会等各々に発言していただけるよう毎回、会の持ち方に配慮している。 

 各クラス年 3回の保育参加、参観を計画し、保育内容、園での様子を見ていただいている。 

 保育士の話やプリント等の他に、VTR を撮り、日常の子ども達の様子を伝えている。個人面談

は保護者の日程の要望も聞きながら、調整している。 

 運動会、夏祭り、保護者会、保育参観及び参加、自然体験(畑での収穫）の引率参加。 

 保護者が参加しやすい日程調整プラス子どもの活動がより普段の姿に近い姿を見られるよう

にしている 

 保護者の皆さんが楽しめるような親子競技の工夫（運動会）。 

N=49 



２７ 

 

 クラスの代表として２名を決め、親睦会やクラスのまとめ役としてお願いしている。行事に関

しては必要に応じてボランティアを募り、お手伝いをお願いしている（父母会のない園）。 

 誕生会に誕生月の保護者を招き昼食を一緒にとっている。 

 ２年に１度しかない誕生会へのご出席が多い。メインイベントの夏の縁日は卒園児や地域の親

子も参加、10月の運動会、３月の生活発表会への家族での参加を呼びかける。 

 親子遠足は、きょうだい関係で何度も休めない保護者への配慮から「３、４、５才親子遠足」

とし、大型バス３台で行っています。 

 保育参観、参加は１才児クラス及び新入児のいるクラスはなるべく早い時期にし、安心しても

らえるようにしている。 

 ４，５歳時の保育参加は調理活動にし、食育の取り組みを保護者と共にしている。 

 関心を持ってもらい多くの人に参加してもらうこと、保育園の取り組み保育内容に理解をもっ

てもらうこと、充実した内容にし、参加して満足してもらうこと。 

 保護者が参加してよかったと思えるような会にするため、そのつどクラスごとに内容を工夫し

ている 

 保育参観は、子どもの成長した姿を見せ、職員に親しみを持ってもらえるように配慮。 

 年長児は食材を利用したカレー作り(親参加）など年４回で全員の親子経験。 

 夏祭りについては保護者と共催で進めている。 



２８ 

 

②今後実施したいこと 

 

図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

 

「その他」の内容：参加しやすい日程設定、父親参加、気になる家庭との面談、お祝

い会の土曜日開催、運動会の保護者競技実施、父母会との共催行事開催、親子遠

足、保育士体験、避難訓練参加 

 

 

 保育参観から保育参加へ変え、触れ合い、関わりを学ぶ場を多くもちたい。 

 保護者との気軽なコミュニケーションがとれる場。 

 気になる家庭との面談の実施。 

 自由に話せる会を持ちたい。 

 保護者も参加し、共に楽しんでもらうこと、参加しやすい日程や時間にしてゆくこと。 

 父親参加を進めたい。 

 講習会など。 

 今年度初の取り組みにおいては、土曜日に全体講演会を開き、親支援に尽くしたい。 

 食育活動として、親子クッキング（保育参加の形として）。 

 保護者の参加するお祝い会を土曜日にしたい。 

 運動会では保護者もたくさん身体を動かしたいという声が聞かれているので保護者競技を盛

り上げて企画したい。 

 父母会との共催行事の実施。保護者と職員が一緒に取り組み、交流をもつ行事がないため。 

 親子遠足を再検討？ 
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２９ 

 

（３）保護者の自主的活動の支援 
（保護者会／父母の会、その他の保護者の自主的活動の支援） 

 

①工夫している点 

 図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 
 

 

「その他」の内容：総会への出席、役員会時の保育室使用、関係機関との交渉、救急

バッグの貸出し、資料提供 

 

 共に育てる関係にあるので、場所の提供をしたり、配布物を配るなど活動の支援をしている。 

 父母の会のおたよりは、園長が預かり、担任がそれぞれに渡すよう協力している。 

 保護者会後、父母会の会合の時間をとっている。 

 役員会時の保育室使用など協力できる範囲で支援している。 

 総会の会場使用の許可。 

 父母の活動が充実したものになるよう資料提供や関連機関との交渉などできることは行う。 

 園外活動時に園の持ち出し用救急バックの貸し出し。 

 クラス役員が中心となり、連携を図っている。（父母会がない園） 

 園長が顧問となり総会に出席したり相談役になったりしている。 

 夏祭りなどに父母会からも出店してもらい、園の行事を盛り上げてもらっている。 

 父母会主催の活動に必要なものや、イベントの内容について相談を受けたり協力するようにし

ている。 

 保護者の方の自主的活動においては掲示板を設定し活用してもらっています。 

 先生パパママ話そう会(父母会主催+園協力支援）の開催。  

 役員、クラス委員との信頼関係の構築のため声かけをおこなう。 

 父母の集まりに園側も尐し顔を出し意見交流もしています。コーヒーを飲みながら、コミュニ

ケーションやリラックスタイムになってくれればと思っています。 

 まだ、全員の方は入っていない父母会であるが、園と共に行うことを増やしてきている。 
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３０ 

 

②今後実施したいこと 

 図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

 

 

 

 父母の会の活動により園で協力することは行い、お子さんが楽しい活動（親子での良い時）が

持てるようにしていきたい。 

 子どものことを中心に考え、いくらでも応援出来ることはしていきたい。 

 年度はじめに会長の方たちと日程など詳しく話していきます。 

 是非全員の方に入っていただき、公に共催行事をおこない、‘子育てを共に‘という姿勢を持

っていきたい。 

 父母の会の準備委員会を保護者が作っている。その活動を見守り、よりよい方向に進められる

よう配慮。 

 役員会開催の場の提供。 

 会合の時間をなるべく多くとりたいと思います。 

 父母会と共催の講演会の開催(保護者が講師となって）。 

 父母の会協賛でイベントを企画したい。 

 共通のテーマで園内講演会。 

 夏祭りを通して、園と保護者の交流を深めたい。 

 保護者会用の掲示板をもっと活用していきたい。 

 希望があれば考える。 

 保護者の自主性に任せたい。 

N=49 



３１ 

 

（４）相談・助言 
 

①工夫している点 

 図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 

「その他」の内容：祖父母の電話相談、事務所への入室の声かけ、サロンの充実（参

促進）、父母会と保護者の仲介等 

 

 話し易い雰囲気づくりをまずは行い、助言と言うより共に考えていく姿勢を持つ工夫をしてい

る。 

 入所面接時に保護者それぞれの子育て観を尊重し小さなことでも相談しながらやってゆきま

しょう、と話している。そのせいか日々の小さな相談や要望が連絡帳を通して寄せられる。必

要なら園長が手紙を書くなど誠意をもって対応している。 

 保護者の気持ちになって考え、まず受け止め、信頼関係を深めること。 

 園長、主任もできるだけ声かけして気軽に話せる雰囲気作りをする。 

 園長在園時はつねに話せる体制をつくる。 

 保護者が事務所に入りやすいよう声かけ。 

 担任はもちろん、園長、主任との面談。祖母からの電話相談受付。 

 報告を大事にし、担任に相談などあった場合でも園長へ報告し、気にかけています。内容によ

っては、場所を設定して話を聞きます。看護師や栄養士などの職種も活かしています。 

 個々の子どもの成長した姿を職員間で話し合い、それを伝えるようにしている。 

 小さなことでもチャンスを逃さず園側からアプローチする。 

 時間を惜しまず、丁寧な対応。いつでも相談を受けることを保護者会等で伝える。 

 できるだけすぐに対応するようにしている。はじめは、担任が対応し、その後、主任、園長が

相談にのるようにしている。 

 管理職(園長･主任）がなるべく朝から夜まで園にいるようにシフトを作っている 

 問題が起きた場合即対応する。 

 必要であれば個人面談をおこなう。 
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３２ 

 

 連絡帳などでの相談･質問・悩みを読み取ったら、その日のうちに降園時に時間を取っていた

だき、言葉をかけるようにしている。内容によっては再度時間を設けている。 

 意見箱を設置している。相談しやすいよう日々のコミュニケーションづくりを大事にしている。 

 当初、「ご意見ＢＯＸ」だったが、アンケートに、ご意見ではなく、お手紙にしようという意

見があったので、意見相談がしやすい様に「手紙ＢＯＸ」を設置。 

 個人情報の管理をきちんとする。 

 子育てサロン「ほっとルーム」の現行月１回の回数は増やせないが１回の参加人数が増えれば

と保育の様子の写真や作品、収穫物等などを掲示している。 

 父母会に対する要望等が聞かれた時は、会長に伝える等、運営の仕方について公平な立場でお

こなっている。 

 できるだけ、役員の方とお話し出来るよう努めています。相談・助言を求められた時は、具体

的にアドバイスします。 

 父母会は多くの役割があり役員になりたがらない人が多いので負担のないような運営になる

ことを助言。 

 保護者と絵本作りを共にして、交流を深める。 

 

②今後実施したいこと 

 図は自由回答を分類して集計。箇条書きは主な抜粋 

 
 より多くの保護者に声かけしていきたいと思います。 

 保護者同士が自由に悩み事（子育てに関すること）で、アドバイスのやりとりができるような

掲示板を設置予定。 

 相談ポストのようなものを作り、親の相談に親が乗れるような紙面をつくっていってみたい。 

 子どもの成長を喜ぶとともに、こども・保護者・職員が楽しめる行事を持てないか相談してい

きたい。 

 サロンの様な場の設定。 

 気軽に安心して話せるスペースをつくり確保したい。 

 昨年度の役員の方と園がパイプ役になり、情報提供がスムーズに行えるようにしていく必要性

を感じています。疑問点を園側に尋ねてくるので。 
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３３ 

 

３ 父母会への期待について（現状との比較） 
 

問３ 保育園における父母の会の役割として期待することについて、あてはまるものに○

をつけてください。（いくつでも） 

 

保育園からの期待では、「保護者の交流の機会」が７割で最も多く、次いで「保育

園の運営への意見提示」の約４割となっている。これに対し、現状もほぼ同じ割合と

なっている。「行事開催」や「お祝い品」については９割と多くの父母会で実施され

ているが、保育園の期待としてはそれほど大きくなかった。特に「お祝い品」を期待

する園は 2％（１園）にとどまり、その差が顕著である。「保護者の学習の機会」につ

いても期待では４番目に多いが、実施では 3.3%（１父母会）にとどまっている。 

 

 

 

 

 

「その他」の内容 

 

 ○保育園からの期待 

 保護者間のコミュニケーションをとれる場となって欲しい。 

 ○現状（父母会回答、再掲）： 

 運動会のパトロールなど、必要に応じて人員提供。 

 地域で園生活（近くの小学校も合わせ）に問題が生じる場合、話し合いや対策に参

加する。 

 先生の退職時に品物等を贈る。 

 乳幼児応急手当講習会、シーツリサイクルなど。 
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３４ 

 

４ 父母会設置への支援について 
 

問４ （父母の会がない、または設置準備中の園のみお答えください） 

父母の会を設置しようとする保護者に対する園の支援について、あてはまるものに○をつ

けてください。（１つ） 

回答 11 園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 世田谷保育親の会の周知度 
 

問５ 世田谷保育親の会について、あてはまるものに○をつけてください。（１つ） 
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３５ 

 

６ 世田谷保育親の会への要望 
 

問６ 当会へのご意見、ご要望、その他なんでもお気づきの点がありましたらご記入くだ

さい。 

 

３園記入 

 

 父母会のない保育園に啓発活動をして欲しい。 

 より良い保育をめざし、共に子どもの成長を喜び合える関係でいたいです。 

 親の会便り No3 を拝見。保育園増園にむけての取り組みを知り保護者の底力を知った。保育園

増設について意識を向け保育課と協力したり、施設の見学についてしっかり受け止めることを

行いたいと思います。 

 親の会の便りは、分かりやすく、読みやすいです。 

 

 

 



３６ 

 

参考資料 
１ 区内保育園での取組み事例 
【日々のコミュニケーション】 

 

季節や行事ごとに大きな壁新聞が貼られます 

 

 

毎日クラスごとにホワイトボードでお知らせ   全クラスの窓に全クラスの１週間の予定表を掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の給食見本と調理さんのメッセージボード 

「大きなエビがごろごろ入ったグラタンです…」       

感染症のお知

らせには、症

状等の説明も

書かれていま

す 



３７ 

 

【ポートフォリオ（ある園児の例）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【父母会の自主的活動の支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい「保育所保育指針」が

平成 21 年 4 月に施行されたの

を受け、世田谷区は子育て家庭

の育児のヒントとなるよう、年

齢ごとの子どもの発達ポイン

トを示した独自の「プログラ

ム」を作成・配布しました。 

これと同時に、区内のいくつ

かの園が、子どもの成長を写真

を通して保護者に伝える「ポー

トフォリオ」の作成に取り組み

始めました。 

この例では、ファイル式の

「ポートフォリオ」に、園が子

どもの様子を写した写真とと

もに、それにまつわる記録、保

育指針のどこに該当するかな

どを記したお手紙を挟んで保

護者に渡します。それに対し

て、保護者が感じたことなどを

書き、園とやりとりをするとい

うものです。 

園によっては、名称を「成長

の記録」としたり、写真を用い

なかったりする場合もあり、そ

れぞれに工夫されています。 

 

←父母会からのお知らせ

は、園がノートに挟んで

配布してくれます。同時

に、窓にも掲示。 

↑父母会のポスト、ホワ

イトボード、収納ボック

ス、書類フォルダーのコ

ーナー 

個人の 
ページ 

クラスのお
便りをファ
イリング 

保護者の
感想 

写真と成長
のポイント
の説明 

保護者の
感想 



３８ 

 

２ 保育所保育指針 
「保育所保育指針 第 6章 保護者に対する支援」より「１」「２」を抜粋 

 

第６章 保護者に対する支援 

保育所における保護者への支援は、保育士等の業務であり、その専門性を生かした子育て支援の

役割は、特に重要なものである。保育所は、第１章（総則）に示されているように、その特性を生

かし、保育所に入所する子どもの保護者に対する支援及び地域の子育て家庭への支援について、職

員間の連携を図りながら、次の事項に留意して、積極的に取り組むことが求められる。 

 

１ 保育所における保護者に対する支援の基本 

（１）子どもの最善の利益を考慮し、子どもの福祉を重視すること。 

（２）保護者とともに、子どもの成長の喜びを共有すること。 

（３）保育に関する知識や技術などの保育士の専門性や、子どもの集団が常に存在する環境など、保

育所の特性を生かすこと。 

（４）一人ひとりの保護者の状況を踏まえ、子どもと保護者の安定した関係に配慮して、保護者の養

育力の向上に資するよう、適切に支援すること1。 

（５）子育て等に関する相談や助言に当たっては、保護者の気持ちを受け止め、相互の信頼関係を基

本に、保護者一人ひとりの自己決定を尊重すること。 

（６）子どもの利益に反しない限りにおいて、保護者や子どものプライバシーの保護、知り得た事柄

の秘密保持に留意すること。 

（７）地域の子育て支援に関する資源を積極的に活用するとともに、子育て支援に関する地域の関係

機関、団体等との連携及び協力を図ること。 

 

２ 保育所に入所している子どもの保護者に対する支援 

（１）保育所に入所している子どもの保護者に対する支援は、子どもの保育との密接な関連の中で、

子どもの送迎時の対応、相談や助言、連絡や通信、会合や行事など様々な機会を活用して行う

こと。 

（２）保護者に対し、保育所における子どもの様子や日々の保育の意図などを説明し、保護者との相

互理解を図るよう努めること。 

（３）保育所において、保護者の仕事と子育ての両立等を支援するため、通常の保育に加えて、保育

時間の延長、休日、夜間の保育、病児・病後児に対する保育など多様な保育を実施する場合に

は、保護者の状況に配慮するとともに、子どもの福祉が尊重されるよう努めること。 

（４）子どもに障害や発達上の課題が見られる場合には、市町村や関係機関と連携及び協力を図りつ

つ、保護者に対する個別の支援を行うよう努めること。 

（５）保護者に育児不安等が見られる場合には、保護者の希望に応じて個別の支援を行うよう努める

こと。 

（６）保護者に不適切な養育等が疑われる場合には、市町村や関係機関と連携し、要保護児童対策地

域協議会で検討するなど適切な対応を図ること。また、虐待が疑われる場合には、速やかに市

町村又は児童相談所に通告し、適切な対応を図ること。 

                                                 
1保育所保育指針解説書（厚生労働省、平成 20 年４月）には、「保護者同士の関係性を高めることが、保

護者の子育てや子どもの成長を支える大きな力になることを念頭に置いて働きかけることが大切」と記

されています。 
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３ 回答いただいた園と父母会 
区立園 

地域 調査対象園
在園人数（H22
年5月1日現在）

回答をいただ
いた保育園

保育園の回答
で「父母会」あ

り

父母会からの
回答あり

親の会加
盟園

世田谷地域 池尻保育園 104 ● ● ● ●

三宿保育園 107 ● ● ● ●

太子堂保育園 100

三軒茶屋保育園 86 ● なし

世田谷保育園 121 ●

桜保育園 107 ● なし

東弦巻保育園 110 ● なし

弦巻保育園 102 ● なし

西弦巻保育園 109

南桜丘保育園 115 ● なし

わかくさ保育園 112 ● ● ●

下馬保育園 114 ● ● ●

駒沢保育園 95

上馬保育園 95 ● なし

北沢地域 代田保育園 97 ● ●

豪徳寺保育園 50

下北沢保育園 98 ● ● ●

大原保育園 66 ● なし

若竹保育園 80

松原北保育園 106 ●

赤堤保育園 104 ● ●

梅丘保育園 87 ● ● ● ●

玉川地域 南奥沢保育園 80 ● ● ● ●

奥沢保育園 88 ●

奥沢西保育園 101 ● ● ● ●

中町保育園 109 ● ● ● ●

玉川保育園 50 ● ● ●

上用賀保育園 108 ● ●

ふじみ保育園 102 ● ●

用賀保育園 94 ● ●

深沢保育園 105 ● ●

新町保育園 86 ● ● ●

砧地域 船橋東保育園 90

希望丘保育園 97 ● ●

船橋西保育園 102 ● なし

小梅保育園 90 ● ● ●

喜多見保育園 101 ● ● ●

南大蔵保育園 101 ● ● ●

大蔵保育園 106 ● ● ●

烏山地域 松沢保育園 97 ●

上北沢保育園 126 ● ● ● ●

上祖師谷保育園 105 ● ● ●

上祖師谷南保育園 113

南八幡山保育園 85 ● なし

八幡山保育園 50 ● ● ●

給田保育園 112 ● ● ● ●

芦花保育園 107 ● ●

烏山北保育園 95 ●

西之谷保育園 111 ● ●

32 23 24 18区立計  
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私立園、不明園および全体合計 

地域 調査対象園
在園人数（H22
年5月1日現在）

回答をいただ
いた保育園

保育園の回答
で「父母会」あ

り

父母会からの
回答あり

親の会加
盟園

世田谷地域 鳩ぽっぽ 80

下馬鳩ぽっぽ 86

おともだち 89

おともだち分園こまごめ 31

桜ヶ丘 84

経堂 109

経堂分園 41

経堂コドモの園 20 ● なし

野沢こども園 80 ● なし

北沢地域 成育しせい分園 33

春明 76

松原 97

早苗 78

河田 65 ● ●

羽根木こども園 59

玉川地域 ナオミ 141 ● ●

ナオミ分園 46

等々力 106 ●

尾山台 82 ● ●

身延山 120

身延山分園 29

わかな 115

用賀なのはな 120

用賀なのはな分園 24

めぐみ 77 ● ● ● ●

さくらしんまち 108 ● なし

砧地域 祖師谷わかば 93 ● なし

砧 75 ●

世田谷つくしんぼ 83

千歳 101

千歳分園 47 ● なし

すこやか園 39

すこやか園分園 20

宇奈根なごやか園 80

青い空 77 ● ● ●

成育しせい 108

大蔵ふたば 82

烏山地域 祖師谷 107 ● ● ●

祖師谷分園 64

烏山杉の子 56

烏山 118 ● ● ● ●

10 5 6 6

不明 無記名園 ● ●

無記名園 ● ●

無記名園 ● ●

無記名園 ● ●

無記名園 ● ●

無記名園 ● ●

無記名園 ● （準備委員会）

無記名園計 7 6 0 0

49 34 30 24

私立計

合計  
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４ 世田谷保育親の会の活動 
 

１）保護者の交流・情報交換の場の設置 

毎月（総会、保育課との懇談会開催の月を除く）、区内３ヶ所で、情報の伝達、各父母会/保護

者会間の交流・情報交換、問題提示などを行う。 

 

２）保育課との懇談会 

区および区と保護者が解決すべき問題について、意見交換を行う。例年、８月、１月の２回開

催。保育課より課長、係長出席。 

 

３）区議との話合い 

保育現場の実情や保護者のニーズを伝えるとともに、これから の保育のあり方について意見交

換をする。 

 

４）区等への意見提示 

区等の行政機関等に対し、子ども・子育てに関する施策について意見を提示する。 

 

５）保護者の声の把握 

保育施設を利用している保護者の皆さんの意見を、多様な機会を通じて把握する。 

 

６）フォーラムの開催 

フォーラム「ようこそ保育園へ」を開催し、初めて認可保育園に子どもを預ける保護者が知っ

ておきたい保育園生活の基礎知識や、保育園生活を乗り切るための情報や知恵を伝える。       

 

７）保育に関する学習機会の提供 

区内で先進的な取り組みを実施している保育園の見学会の開催および報告を行う。 

また、国等における保育制度の動向と保護者ができること、すべきことなどについて学ぶ学習

会を開催する。  

 

８）子育て支援団体との連携 

区内の子育て支援活動をする様々な団体によるイベントに参加し、相互の情報交換や会のＰＲ

を行う。 

保育に関する広域的なＮＰＯ団体等のメーリングリストや学習会に参加する。 

  

９）ホームページ・メーリングリストでの情報提供 

会の活動に関する情報をホームページや会員メーリングリストで提供する。 

 

10)「世田谷保育親の会便り」の発行 

会の活動や保育に関する情報を提供するため、年に１回程度、お便りを発行する。 
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※平成 22 年度に前項以外で実施した活動 

 

○「保育園への感謝状」No.１～５の作成 

待機児童の早期解消に向け、保育園建設について地域の理解を得るため、日頃、保護者が感じて

いる保育園への感謝の気持ちを募った。地域説明会等での活用を意図し、保育課に提供（当会ＨＰ

に掲載）。 

 

○保育室保護者と保育課との懇談会の開催 

保育室保護者からの保育室の運営改善に向けた意見・質問等を提示いただき、保育課に回答をい

ただいた。 

 

○世田谷区内認可保育園および父母の会アンケート調査 

調査の実施および調査結果報告書のとりまとめ（本報告書） 

 

○上記アンケートを通じて得られた各父母会から当会に対する質問等に対する個別対応 

 

 

 

以 上 
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世田谷区内認可保育園および 

父母の会アンケート調査結果報告書 

 

発行日 2011(平成 23)年 1 月 31 日 

 

発 行 世田谷保育親の会 

 

http://www.setagayahoiku.net/ 
 

大切な子供たちの健やかな成長のために、  

世田谷の保育施設の父母の会／保護者会が 

相互に協力し合い (協育） 

コニュミケーションを図り、心を通わせ合い (響育） 

学び合って親も子も共に育っていきましょう (共育） 

http://www.setagayahoiku.net/
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